表紙・投稿規定・プレプリント・編集後記・目次・裏表紙ほか by unknown
Title表紙・投稿規定・プレプリント・編集後記・目次・裏表紙ほか
Author(s)








1. 本誌 は､物性 物理 の研 究 を共 同 で促進 す るため ､研 究者 が そ
の研 究意 見 を自由 に発表 し討論 しあい､ また､研 究 に関連 した
情報 を速 や か に交 換 しあ うこ とを目的 と して､∵毎月 1回編 集 ･
刊行 され ます｡ 掲載 内容 は､研究論 文 ､研 究会 ･国際 会議 な ど
の報告 ､講義 ノー ト､研 究 に関連 した諸 問題 につ いて の意 見 ､
情事艮な どです ｡
2. 本誌 に掲 載 され る論 文 層っ いて は､原 則 として審査 は行 な いl
事せ ん｡空 し､編集 者が 本誌 に蘭 す るこ とを著 し く不適 当 と
認 め た もの につ いて 昼､改訂 を求 め ､ または掲 載 を拒 絶 す るこ
とが あ ります｡
3. 本誌 の掲 載論 文 を他 の学術 雑誌 に引用 す る ときは､著者 の承
諾 を得 た上 で privatecommunication扱 いに して下 さい｡
投稿規定 1 ～
1. 雑 誌 のペ ー ジ数 を節 約 す るため原稿 は癌 力簡 瀞 にお書 き下 さ t
い0 ㌔
2. 原稿 は4=OO字 詰 原稿 用紙 を使 用 して下 さい｡
3. 数 式 ､言己号 の書 き方 は Progress､ JournaIの投稿 規 定 に
に準 じ､ミス プ リン トが生 じないよ うに適 当 な処 置 を とっ て下 さ
い○
上 ツキ､下 ツ 考は特 に給 わ しい も禦 のみ を指廃 して下 きいO
英字 の大､花文 字 ､ ギ リシャの指 走 を忘 れ ない よ うに､ O とaメ
と0(ゼ ロ)､u と｣と rr､C とe､1(ェル)と1(イチ)､X と×
(カケル )､u とV 等 が一 番 間違 いや す い｡
4. 数 式 は 3行 にわ たって大 き く書 いて下 さい｡ '
5. 1行 以 内 にお さ ま らない可能 性 の あ る長 い数 式 等 は必 ず改行
の際 の切 れ 目を赤 て守旨走 して下 きい.
6･L 図 の縮尺 ､拡 大 は致 しませ んO- 頁以 内 に入 らない図 は原 則
として著者 に返送 し､書 き改 め て い ただ きます｡
7. 投稿 後 の原.稿 の言丁正 はで きるだけ さけ る よ うに して下 さい｡
8. 別刷 が入用 な場 合 は､投稿 の際 に所要部 数 を10部 単位 で申込
んで下 さい｡ 別紙代 は下 記 方 式 に よ り､ 現金 で納 入 して いた だ
き ます｡
(郵 券 に よ る受 イ寸は い た し ませ ん｡
p :物 研 出 来 上 り頁 数
x :別 刷 所 要 部 数
a :別 刷 - 貢 の代 金･ 1円
b :製 本 代 (別 刷 一 部 に つ き) 10円
別 刷 代 - (ap+b)Ⅹノ+送 料
別刷代 金･は別刷 を受 取 ってか ら､ 1ケ 月以 内 に糸内め て下 さい｡
そ れ よ り遅 れ た場 合 に は遅 滞 追 徴 金･を請 求 され る こ とが あ ります
す か ら､御 注 意 下 さ い0
9. 原 稿 締 切 日は毎 月20日で 原 則 と して 次 月 発行 誌 に掲 毒針き れ ます
ます｡
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昭和 47年 4月 1日より以前













1. 公 募 事 項 (別 添 要 項 参 照 )
A .外来 研 究 員 ( 1 0月 ～ 5月実 施 分 )
lB.短 期 研 究 会 (′ 〝 )
2. 申 込 資 格 :国 ,公 ,私 立 大 学 .国 ,公立研究所等の研究機関
の 研 究 者 及 び これ に準 ずる者0
5. 申 込 方 法 :申請 書 1通 提 出 (必要部数を下記申込先までご請
求 下 さい )
4. 申 込 期 限 :昭和46年8月15日(冒)必着のとと｡







7, 採 否 の 決 建 :昭和48年9月下旬
外 来 研 究 員 陀つ い て
本所では共同利用研究所の使命 として ,外部研究者の研究遂行の便宜のため
下記の各種研究員制度が設け られていますQ これ ら研究員の公募は ,原則 とし
て単年ごとに行な ってお りますO
なお ,前回か らの試み として長期滞在の研究員替計画 していますO下記と参
照の上 ,応募されるようお顔hLますO
1. 客員研究員
闇 所外研究者がやや長期にわた って ,本所の施設を利用 して研究を行な
う便宜を提供することを目的 としています｡




(3) 申請については ,本所所員の申請にもとザいて ,′研究計画等を検討の う
え決定 します｡
(4)研究期間は最低 1ケ月とし ,8ケ月を限度 としていますが ,延長が必要






(2) 嘱託研究員の委嘱は ,本所所員の申請にもとずいて ,研究計画等を検討
の うえ決定しますo
iJ3) 研究期間は6ケ月を限度とし ,延長が必要なと-きはその都度申請 して更
新することが出来ますo
5.留学研究員
(1) 大学 ,官庁 ,その他の研究機関に在職する若い研究者に ,長期にわたる
留学の便宜を提供することを目的 とした制度です｡
(2) 資格 としては ,大学院ないし助手程度の研究歴に相当する層を対象 とし
ていますO
(3! 研究期間は 1年を原則とし ,研究は所員の指導の もとで行ないます O
(射 従来からも数 ヶ月間滞在される留学研究員が若干名お られますが ,前回
か ら次の要領で長期滞在留学研究員を募集していますOすなわち ,東京 (
近郊の大学を含めます )以外の大学に所属する方で ,長期留学研究員に応
募される方は ,旅費 ,滞在費が規定fjE従 って支給されますo 〔所属きれる
大学の場所によ って異なりますが ,平均 (6ケ月滞在 )10万円程度にな




孔 施 設 利 用
(i)所外研究者が研究の必要上 ,本所の施設を短期間利用したい場合 .その
便宜を提供できるようにしてお ります｡
(2) 受け入れについては ,申請 された研究計画等を検討の うえ決定いたしま
す｡ ●
5. 上記留学研究員 ,施設利用は本所指定の申請書 (必要な方略直接物鹿研ま
でご請求下さい)を提出して下さいo
6. 各種研究員の受け入れ可否は ,共同利用施設専門委員会にかいて .申請 さ
れた研究歴b,研究計画ならびに所内諸条件を審査検討し ,教授会で決定 しま
す｡
7.旅費 ,滞在費ならびに研究に要する経費は ,個々の申請にもとずいて ,莱
同利用施設専門委員会で査定の うえ ,共同利用研究施設運営費から支出しま
す｡
8. 予算の支出 ･諸施設の利用 ,設備の管理等については ,関係する所員の指
示に従 って下さIlハO
共同利用施設専門委員会委員
宮 原 将 平 (北 大 ｡ 理 )
徳 永 正 晴 ( 〝 ｡応電研 )
田 中 実 (東北大 ･ 工 )
山 崎 敏 光 (東L大 ｡_理 )
山 口 悟 郎 ( 〟 ｡エ )
田 中 郁 三 (東工大 ｡ 理 )
長 岡 洋 介 (名
松 原 武 生 (京
長谷田 泰一郎 ( 〝
小野木 重 治 (






白 鳥 -紀 ､｢-( 〝
三 石 明 善 ( 〝
? ? ?? ? ??〝?〝?
掲示夜
米 沢 富美子 (東=大 ｡ 理 ) 藤 田 英 ･- ( 〝 ｡基･エ )
近 桂一郎 (早 大 ｡理 工) 間 藤 正 一 (九 大 ･ 理 )
入 江 捷 広( 〝 ･〝 ) 中 山 正 敏 ( 〝 ｡ 蕃 )
勝 木 漫 (信 大 ｡ 理 ) その他物性研究員
短 期 研 究 会 に つ inて
昭和46年度後期 (10月～5月 )に実施する研究会を公募いたしますO
と希望の方は下記によりお申し込み下さい｡
なお ,物性物理の将来問題等 (例えば ,物性研究所における具体的な研究課
題の一つとしてとりあげ ようとしている｢極限物性 ｣についての将来問題の研
究会など )に関する研究会は ,ここ数年開催されてお りませんので ,この種の
研究会の提案を期待いたします｡
言己
1. 提 出 審 議







◎ 所属 ,磯名 ,氏名 ,等級号俸 ,発令年月 日を記入のことO
㊥ 特に所属 ,職名 ,氏名は必ず明記願いますo
F.所内鏑藤所員
G.その他希望事項 (予稿集 ,報告集の発行等 )
1425-
掲示板





















































The S-JExchange lnt占ractionUnder the influenceof
theCrystallineField
oFumiakiShib.ata andKaturo Sawada
On the correspori.decebetweenAn derson and s-d exchange
models-with acormlentOn Schotte′swork-
Fum iakiShibata卜HirosheかbmadaandKaturoSawada





Surfons and theElectronMbvility in aSemiconductor
inversionLayer
oMichisukeKobayasbiandXazuo Yamada,






TheSusceptibility ofthe s-也 'Model
(Submitted forpublication PhysicalReuiew)
-427-
嘩 集` 後 記
現在世界的な傾向として ,物理学は色 々な意味に於て困難な時期にさしかか
っていると思われますが ,｢物性研究｣ を意義ある雑誌 として存続させたいと
編集員の一人 として考 えてし､ます｡ 此処数年来色 々新 しい編集方針が考慮 され
て来ましたが ,本年度は t境界領域特集 " が新に企画さ推ました.境界領域の
問題 としては ,例えば生物物理学が可成以前 より認識されています｡境界領域
の問題は云ふは易 く'行ふほ艶 しの感 が私虹はあ り草す9第一回 として化学反
応の問題が取 り上げ られましたO前回の編集会議では今後 ,地球物理学･,宇宙
物理学の関連分野 の問題が話題 とな りました｡其他新 しい問題等があれは編集
部まで御知 らせ下さいます様御願い致します｡ (S.T.)~
物 性 研 究 .
第 16巻 第 5号
1971年 6月 20日発行
発行人 松 田 博 嗣
京都市左京区北白川追分町
京都大学落川記念館内
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○ 掲 示 立板
〇 人のうこ善,ニユ
○ プレプリン ト車内
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